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効
用
、
債
値
及
び
債
格

資
本
利
子
税
ご
地
方
附
加
税

に
お
h

h

共
利
闘
の
土
地
制
附

L

一

九

二

二

年

の

ロ

シ

ア

労

働

法

・

殺

位

法

m
f

我
同
財
政
の
季
節
的
建
動
的
政
投
山

mvt

講

演

一

我
闘
の
凶
際
貸
仙
ご
金
解
禁
問
題
山
内

J

士

一

説

苑

訣

れ

る

植

民

政

策

山

崎

形

児

・

琉

球

技

技

法

官

一

足

袋

の

製

山

地

工

税

山

県

士

一

一

雑

録

一

貧
凸
ロ
川
調
節
論

i

話
器
内
r
怖

士

一

天

台

宗

聞

の

財

政

問

時

開

干

し

一

経
済
的
十
九
刊
u
大
台
記
事

池
山

A
V

拍
車
料
祉
法
純
物
市
北
抽
出
巾
改
正
地
主
に
闘
す
る
訟
作
畑
山
保
険
特
川
合
計
法
・
民
主
附
山
中
改
一

正
・
附
山
生
赫
柚
託
怯
・
却
価
年
金
松
・
拠
仲
山
梨
奨
m法
-

一

一一

九
州
市
W
明
大
問
中

教
授
文
明
博
士

殺
伐

um市
博
上

禁

自事

戦
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井
上
準
之
助

山

本

美

越

乃

木

多

芳

郎

本

庄

栄

治

郎

中
川
典
之
助



首曲

護

安
本
利
子
識
と
地
方
附
加
和

第
二
十
三
富

(
第
一
蹴

) 

資
本
利
子
税
ミ
地
方
附
加
税

剃ー

戸

正

雄

緒
官
(
本
論
。
目
的
)

資
本
利
子
枯
必
要
詑
と
其
批
評
(
付
配
分
原
則
叉
位
制
喪
主
上
よ
り
心
理
由
凶
抽
出
力
原
則
ア
よ
り
説
明
す
る
も
の
川
共
説
…
官
批
評
川
和

)

}

 

桂
一
品
川
上
り
枇
明
ず
る
も
の
い
山
主
的
共
批
評
何
閉
原
則
井
川
よ
り
山
由
挫
し
而
も
資
本
刺
子
杭
在
能
力
原
則
よ
り
誼
明
寸
る
も
山
い
共
説
仏
I
批

評

ω山
政
状
入
又
は
財
政
町
長
上
よ
り
由
四

'm…
州
共
直
接
闘
儒
よ
ゆ
白
説
明
川

Y
話
一
例
批
評
問
間
接
刷
係
よ
り
の
批
明
一
山
共
就
hm批
評
ば
懇
襲

撃
人
目
地
方
集
措
1
4
よ
り
の
叫
由
一
凶
其
一
古
川
批
評
側
一
昨
骨
政
筑
上
上

n
J
班

山

仏

共

常

一

川

批

評

)

)

)

)

第
二
段
資
本
利
子
殺
し
鏑
要
一
世
と
共
批
評
円
租
枯
公
正
上
よ
り
の
剛
山
仏
共
諮
問
批
評
仁
抑
桝
政
策
上
よ
り
由
却
田
川
仏
其
詑

ι

山
批
評
伝
枇
骨
政
策

よ
よ
り
の
出
山
ん
山
主
品
川
批
評
一
川
財
政
収
入
上
よ
り
由
開
-
山
…
凶
作
立
品
川
批
評
問
謀
枕
技
術
ー
よ
よ
り
の
四
山
川
主
一
叫
同
批
評
一
山
地
方
行
政
上
よ
り
白

川
相
山
川
町
其
結
的
批
評
)

折
衷
此
と
UA
批
評
(
け
田
刊
現
地
品
字
額
度
賦
君
臨
…
問
問
枕
川
収
入
山
-
部
一
文
付
法
一
同
比
批
評
)

銘

段

第

tx 
結
論
(
長
文
山
盛
旨
)

醐蹄帥W剛岡両V明い

緒

ゴ

仁3

我
闘
で
は
最
近
に
税
制
改
革
が
行
は
れ
て
、
従
来
の
国
税
基
本
税
た
る
所
得
枇
地
租
曲
目
業
枕
(
鋒
業
牧
往
税
に



改
名
古
れ
並
に
改
議
事
れ
た
)
の
外
に
、
資
本
利
子
税
ご
い
ム
新
枕
を
加
へ
た
。
然
る
に
地
方
税
に
於
て
は
所
得

党
方
が
良
い
)

ご
い
ふ
四
の
特
別
税
ご
を
備
ふ
る
こ
さ
、
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
資
本
利
子
校
の
附
加
税
を
備
へ
な

税
地
租
肱
官
業
税
に
於
り
る
附
加
殺
は
不
相
捷
認
め
る
こ
己
に
な
っ
た
に
も
拘
ら
中
、
比
新
し
邑
資
本
利
子
枕
に
は

之
を
許
さ
ぬ
よ
ご
に
し
た
。
他
方
、
家
屋
税
は
岡
校
正
し
て
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
れ
ど
も
、
地
方
特
別
殺
己

し
て
は
之
を
認
め
た
o

斯
く
し
て
地
方
税
は
府
牒
で
は
所
得
税
附
加
税
・
市
町
村
で
は
戸
数
削
正
い
ふ
人
税
の
傍

に
、
物
校
正
し
て
地
租
借
業
税
(
詳
し
〈
い
へ
ば
銑
業
税
、
砂
鎖
国
税
、
取
引
所
後
来
税
も
)
の
附
加
税
ご
、
特
別

地
税
、
家
屋
税
、
畿
業
税
、
雑
栂
枕
(
の
一
部
は
物
税
に
が
‘
他
部
は
物
税
で
な
〈
、
車
な
る
補
助
的
の
税
ご
見

い
-
』
ご
、
な
っ
h
は

O

此
に
於
て
炉
或
意
味
に
て
地
方
附
加
税
ピ
し
て
の
物
足
ら
な
さ
を
戚
悲
し
め
な
〈
て
は
な
ら

ぬ
。
牧
盆
枕
櫨
系
正
し
て
不
備
を
戚
を
し
め
な
(
て
は
な
ら
な
い
。
何
ん
だ
か
闘
の
抜
け
た
や
う
な
戚
品
却
を
い
に

か
せ
る
。
此
は
果
し
て
一
の
快
陥
で
あ
り
、
機
が
て
改
正
補
充
古
る
べ
き
漣
命
を
有
つ
も
の
な
の
か
、
其
れ
ご
も

銚
隙
で
は
な
〈
、
特
同
然
の
蕗
貸
で
あ
り
、
初
め
よ
り
之
を
怖
ふ
る
に
及
ば
中
叉
備
ふ
る
を
不
賞
百
し
允
の
で
あ
る

か
。
此
紡
を
明
か
に
す
る
ニ
ご
は
、
地
方
税
を
明
か
に
す
る
に
於
て
重
要
に
か
ら
、
敢
て
裁
に
之
を
試
み

τ見
や

う
ご
思
ふ
。

諭

議

資
本
利
子
秘
主
地
方
附
加
枕

第
ニ
イ
三
巻

(
第
一
一
抗

) 

第

段

資
本
利
子
税
必
要
読
ご
其
批
評



誌面

議

安
本
利
子
積
と
地
方
附
加
枇

第
二
十
三
巻

(
第
一
腕

~y 
) 

四

先
づ
之
を
賞
例
に
徴
す
る
に
、
地
方
税
中
に
資
本
利
子
税
を
備
ふ
る
例
は
や
し
ご
し
な
い
の
で
あ
る
が
(
註
一
)
、

某
は
恐
ら
く
は
弐
の
理
由
の
何
れ
か
に
依
り
叉
は
其
の
凡
べ
て
に
依
る
の
で
あ
る
。
今
此
等
を
皐
げ
て
批
評
し
ゃ

う
(
註
-
)

V

ユ
ワ
ル
ツ
に
依
る
と
、
大
値
、
南
摘
白
地
方
に
比
別
行
は
れ
、
而
か
も
喝
さ
は
他
。
一
ニ
牧
盆
粉
、
地
租
家
日
用
紙
岨
官
業
粘
に
比

L
て
半
分

だ
け
の
も
目
だ
と
い
ふ
。
ぜ
ル
シ
バ
ウ
ム
に
依
る
と
へ
ツ
セ
シ
、
〆
7
J
7
y
に
資
本
粒
あ
り
、
エ
ル
ザ
ス
回

1
ト
り
シ
ゲ
ン
、
〆
イ
エ
ル
シ
、
ず

ユ
ル
テ
シ
ペ
ル
ヒ
に
資
本
刺
子
拍
あ
り
、
ア
ン

ρ

ル
卜
に
闘
白
資
本
和
子
祉
よ
り
の
一
定
交
付
金
が
あ
っ
た
o
此
撃
的
記
越
は
多
少
古
い
け
れ

r

也、
E

伊
〈
と
も
共
の
行
は
れ
た
事
の
あ
る
だ
付
は
、
之
に
よ
り
断
言
し
得
る
。
仰
ほ
持
魯
聞
に
て
は
後
に
い
ふ
で
つ

K
、
地
方
に
此
枕
を
依
い
た

が
、
シ
ユ
ワ
ル
ツ
に
依
る
と
、
此
闘
に
て
も
、
一
八

λ
三
年
に
時
由
大
棋
士
巨
シ
ヨ
ル
ツ
が
、
問
結
中
に
資
本
利
子
聴
を
入
札
ゃ
う
と
し
た
。
若

弘
前
時
此
が
行
川
れ
て
居
た
な
見
ば
・
一

λ
九
三
年
目
改
革
に
て
闘
の
牧
詰
枕
が
地
方
に
移
さ
る
九
時
に
費
本
刺
子
粧
を
も
仲
ふ
て
移
す
と
主
に

な
ワ
た
で
あ

ιう
と
い
ふ
事
だ
。

一
一
配
分
原
則
又
は
租
税
公
正
上
よ
b
の
理
由

件
能
力
原
則
よ
b
説
明
す
る
も
の
|
|
什
配
分
原
則
か
ら
し
て
の
此
税
の
説
明
に
は
一
一
一
通
り
あ
る
o

其
一
は
会

(
能
カ
原
則
か
ら
し
て
之
を
詔
h
U
る
も
の
で
あ
る
。
郎
も
先
以
て
地
方
枕
に
て
も
岡
税
同
様
能
力
に
よ
り
て
枕
を

配
分
す
ぺ
し
芭
潟

L
、
往
々
に
し
て
唱
へ
ら
る
、
利
盆
原
則
に
依
る
の
配
分
、
又
は
利
盆
原
則
の
加
味
。
ぜ
認
め
5

る
の
前
提
か
ら
し
て
註
ニ
)
、
地
方
税
を
組
立
て
る
に
勺
き
人
税
制
仏
る
所
得
税
叉
は
戸
数
割
の
如
き
も
の
に
て
、
人

的
元
素
よ
b
し

τ生
す
る
所
得
も
物
的
一
苅
素
よ
り
し
て
生
す
る
所
得
も
凡
ぺ
て
一
様
に
捕
捉
し
た
る
上
に
、
物
税
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叉
は
股
盆
税
を
以
て
其
の
足
ら
，
Z
る
所
を
補
足
す
る

ε
い
ふ
に
就
き
、
土
地
家
尾
崎
官
業
の
三
の
物
的
一
克
素
よ
b
出

づ
る
も
の
、
外
に
、
資
本
よ
b
出
づ
る
も
の
を
h
捕
捉
L
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
卸
も
財
庭
的
所
得
重
諜
の
一
方
桧

ご
し
て
地
方
税
中
に
も
資
本
利
子
校
な
か
る
べ
か
ら
宇
ご
い
ふ
の
で
あ
る
(
匙
三
)
。
乃
此
設
は
地
方
税
の
配
分
原
則

E
賞
な
る
を
失
は
ぬ
け
れ

Y
E、
夫
の
前
提
に
疑
が
あ
り
、
地
方

に
つ
い
て
の
前
記
の
前
提
の
正
賞
な
る
限
h
・

枕
の
分
配
上
仁
は
或
皮
ま
で
利
盆
原
則
加
味
を
池
皆
ご
す
る
こ
正
、
五
百
人
の
立
場
の
如
〈
で
あ
る
吉
、
此
説
明
は

袋
嘗
で
な
い
正
い
ふ
ご
正
に
な
る
つ

(
桂
三

例
之
、
ピ
ル
シ
パ
ウ
ム
は
、
利
指
原
則
は
地
方
枕
に
て
特
別
原
則
と
せ
ら
る
〈
か
ら
ず
又
は
主
と
し
て
特
別
白
原
則
・
と
せ
ら
る
べ
か
ら

f
o
其
正
常
及
有
在
は
唯
だ
手
動
料
い
分
掛
金
に
見
出
す

G
l
l
a能
力
原
則
が
地
方
枕
制
度
に
で
も
特
に
梶
山
午
、
と
な
ワ
て
、
刑
盆
原
則
は
地
方
粧

2
 

制
度
白
川
幅
山
中
と
す
る
を
得
ず
と
い
ふ
。

川
誠
誌
に
此
枕
を
憶
力
よ
り
却

5
2
2
1例
之
、
ピ
ル
ン
パ
:
は
、
資
本
利
子
栂
は
単
に
安
全
な
る
主
的
所
在
、
多

少
不
安
な
る
勘
接
所
得
よ
リ
も
前
諒
す
る
の
考
か
ら
理
由
附
町
、
b
る
べ
き
も
白
だ
主
い
ひ
、
シ
ユ
ワ
ル
ツ
也
、
地
方
成
時
系
中
に
費
本
朝
子
枯
を

採
用
す
る
乙
と
は
、
能
力
の
考
に
合
致
す
と
錦
し
、
ベ
ツ
カ

1
也
、
地
方
紐
に
て
読
本
所
有
を
特
別
課
税
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
は

唱
だ
、
資
本
財
産
又
は
費
本
訓
子
計
腕
稿
者
を
特
に
給
付
能
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
心
理
向
の
み
が
止
変
る
と
錦
L
、
ピ
リ
シ
ス
キ
ー
も
、
能

(
桂
三
)

力
の
単
一
な
る
正
常
な
る
原
則
に
依
る
と
と
L

な
れ
ば
、
地
方
阿
世
中
の
各
の
白
鶴
人
且
法
人
出
平
副
産
所
有
た
る
と
一
台
と
に
拘
ら
ず
課
甜
さ
る

〉S
 

べ
き
こ
と
は
明
か
だ
・
と
い
ふ
(
不
副
庄
で
な
〈
、
動
的
責
本
を
も
つ
も
課
ナ
ペ

L
)
。

引
川
市
抽
的
に
費
率
利
子
職
白
献
け
る
己
主
を
能
力
見
地
か
ら
不
唱
と
す
る
も
の

'lt例
之
、
マ
イ
ヤ
l
は
巴
地
方
剛
一
闘
が
租
一
世
力
。
有
ら
ゆ
る
利

(

-

用
に
指
示
さ
れ
た
今
日
山
艶
叱
し
た
事
情
に
於
て
、
資
本
の
免
措
は
最
平
蹄
謹
せ
ら
れ
ず
と
惜
し
、
ヮ
グ
」
ヲ
も
、
土
地
家
畳
内
所
唱
者
且
管
業

論

叢

費
本
和
子
輸
と
地
方
附
加
祇

第
二
十
三
嘗

(第一一瞬

主干

百
) 
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言面

叢

第
二
十
三
番

，、

(
第
一
蹴

"-，、
) 

査
本
利
子
積
と
地
方
附
加
積

者
在
地
方
枯
に
て
ニ
重
に
(
収
益
枕
と
所
持
続
附
加
枕
と
て
)
訴
枕
し
つ
L

、
資
本
濠
利
殖
者
を
一
度
心
み
所
得
附
加
枕
に
て
関
ナ
る
回
世
一
白
骨

陥
と

L
、
之
を
以
て
動
的
山
科
布
費
本
由
利
盆
に
於
け
る
一
の
昧
陥
と
し
て
居
る
。

B
利
盆
Mm則
よ
り
説
明
す
る
L
の
|
|
い
比
は
利
篠
原
則
り
地
方
税
に
於
り
る
適
用
を
前
提
ご
し
て
、
資
本
利

子
牧
得
者
も
、
共
住
民
す
る
地
方
幽
惜
を
.
共
が
仙
慨
に
特
に
有
利
な
る
施
設
を
供
す
ぺ
し
ご
し
て
選
み
、
之
よ
り

し
て
其
刺
盆
を
受
〈
ゐ
以
上
、
此
枇
を
梯
ふ
を
相
蛍
ざ
す
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
(
世
田
)
O

ろ
併
し
此
の
如
き
彼
れ
資

本
利
子
収
得
者
が
住
居
凶
健
か
ら
受
く
る
の
利
盆
は
、
土
地
家
屋
盛
業
的
持
去
が
之
よ
り
し
て
受
〈
る
刺
盆
の
如

〈
に
特
別
な
る
も
の
で
は
な
く
、
此
等
の
土
地
家
尾
替
業
の
持
主

εも
、
更
に
は
勤
勢
者
ど
も
均
等
に
佳
賠
上
に

受
〈
る
一
般
的

ω利
盆
に
か
ら
し

τ、
所
得
税
戸
数
割
の
如
き
人
税
を
負
ふ
の
外
仁
、
特
に
利
子
殺
を
負
は
な
く

て
は
な
ら
ぬ
正
い
ふ
理
由
を
生
じ
な
い
(
詰
亙
)
O

(
註
固
)

ペ
ッ
ヵ
ー
は
之
に
ワ
き
其
特
別
刺
盆
白
何
で
あ
る
か
を
明
措
L
て
居
る
。
帥
ち
彼
は
、
資
本
家
が
其
捗
牌
(
住
居
白
)
白
山
に
於
て
、
綿
蹄

上
羽
戚
よ
及
共
他
類
似
由
考
か
ら
油
げ
ら
れ
な
い
だ
け
で
は
、
其
住
臨
を
、
彼
に
外
形
上
田
愉
快
を
興
ふ
る
蕗
、
彼
及
品
家
族
に
生
活
R
A
敬
宵
上

、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
‘
.
、
、
、

山
需
嬰
を
相
官
に
供
す
る
曲
、
彼
心
多
少
波
達
し
た
る
文
仕
一
盛
求
に
よ
刊
リ
て
怯
〈
簡
は

f
と
信
ず
る
凡
〈
て
白
能
仰
に
向
A
U
L
凪
心
地
方
園
櫨
に

選
む
こ
と
、
な
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
印
ち
鵠
ま
れ
た
所
か
ら
特
別
由
刺
盆
が
得
b
る
?
と
昆
て
可
と
い
ふ
の
だ
。
ぜ
ル
ン
パ
ウ
ム
は
.
h

ツ
方

ー
ほ
ど
に
明
か
に
説
明
し
て
肘
ら
白
ω
が
其
に
依
る
と
、
物
税
に
て
は
、
政
盆
自
生
ず
る
地
方
回
世
が
地
方
殺
を
践
す
る
拙
刑
が
あ
り
、
軒
に
共

物
問
自
存
す
る
回
世
が
之
が
ぬ
め
肺
段
な
る
費
削
を
史

L
た
と
い
ム
こ
止
か
ら
然
る
こ
と
に
な
る
が
、
此
諭
は
地
方
刷
植
が
資
本
利
子
枇
を
諜
す

ベ
き
中
に
は
品
川
ら
由
。
貸
山
さ
れ
た
完
本
に
よ
リ
て
は
、
戒
地
右
剛
般
に
踏
ん

r何
等
特
別
な
る
捜
川
が
生
じ
な
い
(
土
地
や
家
民
な

E
出
場
合

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

む
し
る
資
本
家
が
共
住
居
す
る
地
方
阻
抽
の
施
設
を
利
用
し
、
此
轄
に
よ
り
て
利
用
を
受
〈
る
。
其
別
山
か

ι、
住
居
又
は
惜
事

の
加
く
に
)
、

1Jayer. Direkten Gemeindc.nsteuern in den gro5seren badischel1 Stadten 
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地
方
闇
抽
置
が
賓
本
に
地
方
積
を
揮
す
る
白
樺
制
あ
る
と
主
に
な
る
と
-
唯
説
明
す
る
の
で
あ
る
o

ピ
り
ン
ス
キ
ー
は
、
給
付
及
反
封
給
付
の
原
則
を
前
提
と
し
て
も
、
不
動
症
の
み
の
謀
枕
忙
よ
り
て
は
、
諸
白
非
不
動
産
所
有
者
に
土
川
て
砂
般

の
所
有
者
を
強
奪
す
る
こ
と
与
な
ら
な
(
て
は
な
ら
山
と
い
ふ
て
、
利
益
尿
川
か
ら
資
本
利
子
枕
由
舵
く
こ
と
を
間
接
に
難
じ
て
居
る
。

ピ
ル
ン
パ
ウ
ム
は
、
此
資
本
枕
に
は
刺
躍
原
則
山
静
礎
四
山
は
由
ら
向
。
資
本
所
有
者
が
共
他
の
人
民
よ
り
も
、
地
方
段
備
か
ら
一
崎
幸

t
の
制
鐘
を
得
る
山
て
な
い
か
ら
と
い
ふ
。

(
註
五

ハV
雨
原
則
並
用
よ
り
出
品
目
し
而
か
も
資
本
利
子
枕
を
能
カ
原
則
よ
り
説
明
す
る
も
の
ー
ー
い
銭
に
一
つ
特
段
な

る
立
場
に
立
つ
は
、
地
方
枕
に
て
能
力
利
盆
岡
原
則
を
認
め
、
地
租
家
屋
税
管
業
税
を
利
篠
原
則
に
依
る
の
謀
税

正

L
、
此
ご
相
並
ん
で
能
カ
原
則
に
依
る

ω地
方
税

Z
L
τ
、
資
本
利
子
税
を
諒
す
る
を
至
嘗
ご
い
ふ
も
の
で
あ

る
o

尤
も
此
昆
地
か
ら
す
れ
ば
地
方
に
所
得
税
的
の
も
の
を
置
か
す
、

そ

L
て
資
本
利
子
税
の
み
で
な
〈
、
勤
労

牧
盆
税
を
も
仙
川
へ
、
此
仙
轄
の
二
枕
に

τ
一
般
所
得
税
の
地
方
税
強
系
に
て
錯
す
べ
き
役
目
を
果
た
さ
せ
ゃ
う

t
ν

ふ
の
で
あ
る
o

つ
ま
h
，
、
牧
盆
税
の
み
に

τ地
方
税
の
基
本
を
作
内
う
ご
い
ふ
の
で
あ
る
(
北
大
)
o
h
w
成
程
此
は
一

の
方
法
で
は
め
る
。
地
租
家
屋
枕
修
業
税
に

τ利
盆
原
則
を
加
味
し
て
能
力
原
則
に
鯨
告
し
め
、
資
本
利
子
枕
勤

同
宵
股
盆
税
仁
て
は
専
ら
能
力
原
則
に
依
ら
し
め
や
う
ざ
い
ふ
の
で
、

一
臆
筋
は
立
つ
o

併
し
此
等
の
牧
盆
税
ば
か

b
で
税
を
仕
組
む
ご
き
に
、
そ
し
て
別
に
人
税
を
快
〈
己
き
仁
、
能
力
原
則
じ
依
る
仁
於
て
紋
く
こ
ご
を
得
な
い

1

所
の
累
進
税
ゃ
、
兎
税
勅
ゃ
、
人
的
省
総
な
ど
の
如
き
も
の
、
適
用
が
不
完
全
ピ
な
ら
古
る
を
待
ぬ
。
所
調
専
ら

能
力
原
則
に
依
る
ご
い
ふ
其
の
資
本
利
子
枕
勤
勢
牧
袋
枕
に

τ比
事
が
不
完
全
に
し
か
行
ほ
れ
ぬ
古
い
ふ
の
は
残

1肯

議

資
本
刺
子
積
と
地
方
附
加
枕

第
二
十
三
巻

第

批

七
) 

ヒ
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f市

第
二
卜
三
巻

(
M
F
-

腕

F、

J、
) 

最

費
本
利
子
槍
と
地
方
附
加
枕

念
で
あ
る
o

だ
か
ら
此
方
法
に
依
ら
字
、
む
し
ろ
地
方
に
は
人
税
を
も
物
税
を
も
併
挫
し
た
方
が
一
層
選
h
u

ぺ
し

古
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
然
る
ご
き
は
共
物
税
で
は
利
盆
原
則
を
加
味
し
て
土
地
家
尿
笹
業
税
を
備
へ
、
資
本
利
子

税
は
除
〈
-
】
ご
に
し
た
が
良
い
ご
い
ふ
こ
正
に
な
る
o

(
陸
大
)

品
}
ペ
ル
ヒ
は
、
土
地
中
単
尉
皆
業
秘
に
よ
リ
て
給
付

A
瓦
劃
給
刊
の
原
則
が
保
誼
さ
る
、
と
き
に
、
仙
の
祉
が
主
と
し
て
給
付
能
力
原
則

に
相
川
す
る
こ
止
を
製
す
る
。
斯
〈
て
地
方
は
費
本
刺
子
枯
及
捗
棚
欣
植
松
山
附
加
殺
を
拙
(
る
こ
と
を
柑
な
い
或
は
牧
益
軸
な
さ
蕗
に
は
一

般
所
作
枯
を
献
す
る
ζ

と
を
挫
(
る
こ
と
を
符
山
と
い
ふ
て
居
る
G

二
財
政
牧
入
又
は
財
政
々
策
上
よ
b
の
理
由

川
英
直
使
関
係
よ
ら
の
説
明

1
i次
ぎ
に
財
政
牧
入
上
に
は
け
此
資
本
利
子
校
を
設
〈
る
ご
き
に
之
に
よ
り
明

か
に
叉
直
接
に
或
牧
入
を
皐
「
る
こ
正
が
出
来
て
、
共
が
地
方
財
政
上
に
有
利
ご
な
る
ニ
JE
が
出
来
る
(
前
七
)
0

而

か
も
共
が
縦
隣
の
後
述
ご
共
に
、
盆
々
増
加
す
る
の
傾
を
有
つ
に
於
て
一
一
殿
、
此
殺
が
地
方
附
政
上
官
官
利
で
あ

h
、
此
税
を
有
た
旧
制
ご
き
に
は
此
等
の
利
盆
を
失
は
な
〈

τは
な
ら
な
い
(
出
λ
)

ピ
い
は
れ
る
の

hm
如
何
に
も
此

等
は
共
の
逓
h
で
ゐ
る
。
併
し
或
地
方
に
此
枕
あ
る
斜
め
に
そ
し
て
此
が
他
地
方
の
よ
h
，
も
一
層
高
率
な
る
ご
き

に
は
、
一
層
資
本
家
が
其
佐
居
(
又
は
源
泉
課
税
の
ご
き
に
は
其
利
子
支
梯
場
蕗
)
を
他
に
移
す
こ
吉
正
も
な
っ
て
、

其
牧
入
が
思
っ
た
ほ
ど
多
h
v

こ
ご
の
出
来
心
ご
い
ふ
-
-
正
も
あ
る
o

北
(
は
管
に
現
在
居
る
資
本
家
が
他
へ
移
る
ば

か
h
で
な
〈
、
新
に
此
の
如
言
者
の
来
住
を
も
妨

reQ正
h
l

ふ
こ
正
も
ゐ
っ
て
、
愈
々
之
を
助
長
す
る
(
註
九
)
O

ぞ

18 & 19 Allfl. S. 6ClI-2， Eheberg， Fw 

昨教摘み，~'^



し
て
其
が
資
本
税

ε
い
ふ
部
品
川
殺
の
場
合
に
、
財
産
税
正
い
ふ
一
般
税
で
あ
っ
た
場
合
よ
ち
も
一
屠
此
資
本
駆
逐

の
結
果
を
生
守
る
こ
正
が
大
い
(
訟
一
O
)
O

尤
も
準
ん
で
考
ふ
る
ご
、
夫
の
資
本
的
元
素
が
多
少
の
枕
が
掛
け
ら
れ

た
か
ら
己
い
ふ
て
、

必

1
Lも
直
も
に
浪
一
居
す
る
ヰ
限
ら
A
Y

人
が
或
地
方
を
住
居
ご
し
て
選
ん

r
tき

賞
際
、

に
、
共
に
は
戚
怖
が
働
き
、
親
戚
関
係
に
も
動
か

3
れ
、
数
宵
娯
楽
枇
交
関
係
な
戸
」
も
あ
っ

τ、
僅
小
な
る
枕
の

相
違

ωみ
で
動
〈
の
で
は
な
い
。
又
他
所
か
ら
来
住
す
る
の
に
も
同
じ
〈
色
々
の
動
機
に
支
配
せ
ら
れ
る
。
税
の

相
退
の
み
に
て
之
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
W
O

特
に
利
殖
者
階
級
は
、

特
定
の
専
門
の

一
回
ご
い
ふ
の
で
は
な

〈
、
勤
拙
労
者
、
地
主
家
主
な
ど
の
他
の
一
苅
索
の
持
主
も
同
時
に
此
階
放
に
風
上
得
る
の
ど
か
ら
、
此
等
の
も
の
じ

歪
つ
て
は
・
資
本
利
子
枕
に
よ
b
て
は
そ
ん
な
に
駆
逐
さ
れ
な
い
。
郎
、
も
資
本
課
税
が
一
部
の
資
本
訴
を
失
ふ
こ

正
、
な
る
の
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
抗
全
部
を
失
ム
こ
ご
に
は
な
ら
争
、
随
ふ
て
之
に
よ
り

τ何
税
か
の

相
官
牧
入
守
山
平
げ
る
こ
ご
は
出
来
ゃ
う
o

。

(
註
七
)
ワ
グ
ナ
!
が
、
議
本
刺
子
杭

e

て
は
h
u
v
が
・
之
を
も
合
む
べ
き
財
政
税
白
附
加
枕
に
つ
い
て
此
牧
入
上
自
制
誼
世
事
げ
て
則
る
白
は
、
や

が
て
此
在
本
羽
子
枯
に
も
推
す
干
と
を
得
る
。

シ
ユ
ソ
ル
ツ
は
、
判
魯
四
と
ザ
ク
セ
ン
と
山
地
主
制
値
が
、
資
本
刺
子
枯
を
怯
{
縞
め
に
、
大
な
-G
断
へ
ず
噌
描
す
る
牧
入
減
を
酷

t
も

の
だ
と
い
ふ
G

(
註
八
)

(
詰
九
)

ピ
ル
ン
バ
ウ
ム
は
、
費
本
刺
子
拾
が
完
成
を
誕
求
ナ
る
所
白
牧
益
枯
惜
系
中
に
は
存
す
べ
き
も
り
だ
が
、
高
一
審
地
方
枕
需
張
。
あ
る
場
合

に
，
其
白
山
一
品
川
r
地
方
秘
を
苦
痛
と
す
る
自
由
に
一
吋
蹴
的
古
資
本
刑
航
者
が
此
地
古
岡
山
世
を
見
棄
て
る
乙

t
h
た
り
、
且
つ
新
し
き
資
本
制
殖
者
が

諭

是主

資
本
利
子
枕
と
地
方
附
加
柚

第
二
十
三
巻

(
第
}
親

) 
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uno 

資
本
利
子
枕
と
地
方
附
加
枕

叢

(
第
一
披

。
) 

第
二
十
二
一
審

。

此
白
如
き
高
き
地
方
枕
あ
る
地
方
幽
桂
に
移
住
し
て
来
た
い
亡
あ
ら
う
と
い
ふ
危
険
が
あ
る
と
錦
L
、
ボ
ル
ー
は
.
不
動
産
及
管
業
以
外
出
所
符

は
義
勤
者
が
け
引
住
所
在
仙
の
地
方
凶
値
に
移
す
こ
止
に
よ
り
て
地
方
幽
値
に
謀
拾
物
錨
と
し
て
は
失
は
る
λ

こ
と
誌
な
る
と
い
ひ
、
マ
イ
ヤ
ー

も
、
資
本
空
一
品
川
い
負
搬
に
よ
り
て
'
品
市
な
る
一
正
議
的
措
伎
が
妨
げ
ら
れ
、
又
は
共
往
引
が
止
じ
叫
る
。
其
は
帯
人
由
利
殖
者
及
件
人
柿
市
山
岳
監

の
も
白
に
は
特
に
罰
則
置
な
こ
と
だ
左
い
ひ
、
ロ
グ
ツ
も
、
一
部
自
由
に
制
加
を
謎
定

L
狩
る
所
の
剥
蹴
者
山
首
謀
に
日
‘
一
回
世
相
給
力
強
き
一
工
繁

白
住
居
に
よ
り
て
山
み
的
減
さ
胤
似
る
応
聞
の
左
な
〈
と
も
高
い
地
方
枕
を
柚
つ
地
方
に
一
一
仙
き
刺
子
枕
負
婚
の
心
配
が
孔
護
本
家
山
車
佐
を
妨
げ
る

と
い
ふ
悶
緋
が
封
立
す
と
い
l
A
。

(肱

-
O
)

ワ
グ
ナ
ー
は
い
地
方
に
於
け
る
則
A

州
此
附
加
枇
に
つ
き
、
此
を
設
け
た
と
し
て
、
抗
出
資
本
を
共
地
方
同
弛
か
ら
迫
田
す
と
い
ふ
心
阻

山
町
“

は
誇
躍
だ
と
い
」
て
居
る
。
成
程
財
高
枕
て
は
ん
し
た
こ
と
は
な
か
ら
う
が
、
資
本
和
子
肱
だ
去
、
其
特
別
負
抱
が
一
府
痛
切
に
忠
世
ち
れ
て
、

之
を
避
け
ん
と
す
る
白
趨
助
副
多
〈
行
は
れ
る
ζ

在
、
ゐ
な
り
伴
る
。

山
山
間
接
関
係
よ
一
ち
の
説
明
1
1い
資
本
利
子
税
の
出
来
る
ご
き
に
、
北
一
枚
入
に
け
地
方
財
政
が
嘆
に
な
っ
て
、

他
の
税
、
例
之
、
所
得
税
、
地
租
家
屋
税
等
の
負
飴

ω過
高
な

ωを
緩
和
す
る
こ
正
の
出
来
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
あ

る
(
司
二
)
O

モ
Lτ
仏
此
は
事
情
に
よ
っ
℃
日
非
常
に
大
切
な
る
こ
ご
で
わ
る
け
れ
ど

b
、
若
も
前
記
の
資
本
移

動
閥
係
が
大
に
働
〈
正
き
に
は
、
此
叫
立
川
市
は
大

Lτ
現
は
れ
な
い
こ
ご
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

(
註
-
-
)

且
M

魯
聞
に
て
ス
ト
ル
ツ
ツ
が
、
此
地
方
所
得
枕
の
週
一
一
向
を
総
和
す
る
儒
め
に
川
出
枕
白
附
加
稔
を
勤
め
た
が
、
叫
は
推
し
て
資
本
利
子

枕
と
ナ
る
こ
と
も
出
来
る
(
尤
も
此
ニ
の
も
の
多
砂
殺
胤
本
山
県
る
も
の
は
あ
る
)
。

Z
J川
ユ
ル
テ
ン
4

ル
ヒ
に
於
け
る
利
子
枕
白
一
朗
自
は
寅
に
、

其
土
地
及
家
屋
所
有
者
自
治
大
負
婚
を
緩
和
す
る
と
と
に
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
て
あ
か
。

巳
経
済
政
策
又
は
地
方
繁
栄
策
上
よ
h
J
の
理
由
l
l
A
前
記
の
諸
理
由
ピ
相
並
ん
で
、
時
ご
し
て
は
其
等
よ
り
も

RirnbaUlll. Gcmeindlichen Ste l!ersyste~l1e. S. 195. Dersc}be._Selh~tändig_en 
Gemcincle5teucrsy;;teme~ _ S. ?o._ soldt. Inte!:e~se als _G~LlIl dlage aer 
Gcmeind~beSleuè;ung. (Gc:mcindefinanzen. II Bcl. 1. Tci1) S. 91. 1¥1町er，
a. a. O. S. 44， lotz，-Fw. 3n 
¥Vagner， Firicinzielle Mitbctciligllng. S. 47・
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一
屠
重
き
を
成
す
此
税
の
理
由
は
、
此
地
方
繁
柴
策
上
よ
h
の
共
で
あ
る
。
郎
ち
地
方
の
繁
栄
吉
い
ふ
上
か
ら
い

ふ
己
、

資
本
利
殖
者
の
来
佐
の
多
い
正
い
ふ
事
よ
り
は
、

一
副
業
設
備
の
津
山
に
出
来
る
古
い
ふ
事
の
方
が
一
騎
盟
一

ま
し
い
。
商
工
業
、
特
に
大
な
工
場
が
出
来
る
ご
レ
ム
こ
己
は
其
地
方
の
朕
況
合
経
化
さ
せ
る

ω
に
大
な
力
を
も

ぞコ。

然
る
に
共
を
招
致
す
る
の
に
は
、

其
地
が
水
陸
交
通
の
利
便
を
有
つ
・
』
ご
、

原
料
助
成
材
料
、

勢
力
を
得

る
じ
便
利
で
あ
る
こ
ど
、
市
場
又
は
需
要
地
に
近
接
す
も
こ
ご
、
い
ふ
や
う
な
色
々
の
傑
件
の
備
は
る
こ
芭
が
必

要
に
が
、
向
別
に
其
を
経
由
む
に
就

τω
且
官
業
税
、
並
に
英
設
備
に
必
要
な
る
土
地
建
物
等

ω負
捻
の
低
レ
こ
吉
も

が
必
要
で
あ
る
o

他
の
傑
件
が
非
常
に
良
い
な
ら
ば
、

此
負
憶
の
重
量
に
も
拘
ら
宇
此
蕗
を
選
む
正
い
ふ
事
も
あ

る
が
、
他
的
保
件
が
在
[
て
大
な
相
惑
が
な
い

Z
す
れ
ば
、
此
等
の
負
携
の
比
較
的
低
い
ご
い
ふ
こ
ご
は
夫
の
事

業
を
招
致
す
る
の
カ
ご
な
る
(
詰
一
二
)
O

其
に
は
み
占
鱒
上
、

共
の
地
方
財
政
を
緊
縮
す
る
こ
ご
が
先
以
て
必
要

r

が
、
新
〈
し
て
も
遊
く
る
こ
子
宮
得
.
3
Z
費
用
を
充
た
す
べ
き
租
税
の
開
類
を
按
配
す
る
に
就
き
て
、
出
来
る
に

り
土
地
家
尿
器
業
の
負
拾
を
艇
か
ら
し
む
る
こ
ご
に
意
を
用
ゐ
る
の
が
得
策
に
ご
レ
ふ
こ
Z
に
な
る
u

を
し
て
此

が
間
接
の
方
法
ご
し
て
、
む
し
ろ
此
等

ω元
来
正
封
立
す
る
資
本
牧
得
者
の
訣
税
を
起
し
、
少
〈
古
も
之
が
見
税

を
避
け
、
償
金
且
か
ら
す
ご
も
之
に
相
蛍
の
負
傷
を
晶
子
d

し
む
る
の
が
喜
田
正
い
ふ
こ
正
に
な
る
o

川
併
し
反
面

か
ら
い
ふ
官
、
此
資
本
的
一
苅
素
に
負
携
を
課
し
た
所
で
、
之
を
某
か
ら
借
も
所
の
事
業
家
に
樽
嫁
す
る
こ
さ
、
な

h
，
得
る
o

随
ふ
て
之
仁
よ
b
事
業
り
負
拾
を
軽
減
し
て
之
を
招
致
す
る
己
い
ふ
の
は
皮
相
で
あ
り
、
直
接
に
事
業

諭

叢

読
本
利
子
栓
と
地
方
附
加
枕

第
二
寸
三
谷

(第一一瞬

) 

sirnbal1m， Gemeindlichen Steuersysteme. S. 47・226--713) 



論

青龍

資
本
利
子
稔
と
地
方
附
加
挽

協
二
十
三
者

) 

(
第
一
批

に
か
げ
ら
れ
た
ご
同
事
に
な
っ
て
、

事
業
招
致
に
は
無
力
だ
ご
も
い
ー
は
れ
得
る
。
併
L
叉
進
ん
で
考
ふ
る
ご
.
共

事
業
家
仁
貸
す
所
の
資
本
家
は
必
中
し
も
岡
地
方
同
憶
の
も
の
ご
は
限
ら
な
い
。
土
地
や
家
屋
は
甲
地
の
も
の
を

乙
地
に
移
す
こ
ご
は
出
来
ぬ
又
は
出
来
難
い
り
れ
ど
も
、
資
本
は
何
蕗
か
ら
で
も
得
ら
れ
る
o

必
十
し
も
其
地
方

内
の
も
の
、
み
を
刺
一
周
す
る
に
及
ば
肉
。
随
ふ
て
資
本
に
謀
せ
ら
る
、
負
擦
は
之
を
事
業
に
輔
嫁
せ

L
め
な
い
ご

い
ム
事
も
出
来
得
る
。
或
は
叉
資
本
家
仁
税
を
か
げ
る
ご
き
に
、
そ
し
て
其
が
他
地
方
よ
h
b
重
か
っ
た
ご
き
に
、

彼
等
が
共
地
方
を
離
れ
て
他
地
方
に
出
で
往
き
又
は
同
柿
の
者
が
他
地
方
か
ら
来
な
く
な
っ
て
(
註
二
己
、
之
か
ら

L
て
牧
入
を
多
〈
事
げ
、

そ
し

τ土
地
家
屋
営
業
の
負
榊
加
を
鞄
〈

L
ゃ
う

t
v
ふ
目
的
を
蓮
せ
泊
ニ
正
、
な
る
や

う
に
も
見
ゆ
る
が
、
此
柿
資
本
家
が
共
住
蕗
を
選
む
に
つ
い
て
は
枕
り
み
を
考
へ
争
、
他
の
色
々
の
事
を
掛
酌
す

る
こ
ご
前
に
斗
の
い
川
の
引
に
て
説
く
遁
ー
り
た
か
ら
、
錦
め
に
そ
ん
な
に
多
〈
彼
等
を
駆
逐
す
る
こ

Z
は
な
ら
す
、

彼
等
か
ら
相
首
の
税
欣
入
を
奉
げ
る
こ
正
が
由
来
、
陥
っ
て
叉
、
土
地
・
米
尿
替
業

ω負
擦
を
秘
〈
し
以
て
事
業
を
此

地
方
に
招
致
す
る
こ
さ
、
な
h
得
る
。
に
か
ら
此
理
由
は
賞
以
地
方
の
資
本
説
税
の
理
由

f
し
て
は
、
前
の
期
政

枚
入
上
の
ご
相
並
ん
で
重
き
を
成
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

一
尉
大
な
替
業
百
往
々
に
し
て
特
段
な
る
岡
緋
な

L
に
真
利
誌
を
以
て
、
他
白
地
方
脳
挫
内
に
移
さ
れ
伴
る
O

此
の
州
き

右
利
な
移
岬
と
い
ふ
こ
と
が
・
究
市
場
合
に
行
は
れ
得
る
。
共
鶴
車
山
地
助
出
征
代
的
M
Z
求
に
圃
ば
ざ
る
工
場
「
あ
り
而
か
も
拡
が
悦
値
(
市
慣
)
白

高
い
土
地
に
立
っ
て
肘
る
引
に
、
近
隣
白
川
方
幽
世
に
M
M
て
-
居
安
告
土
地
目
、
工
窃
新
設
の
舘
め
一
居
良
き
定
温
聯
締
と
水
辺
聯
怖
と
を
は
て

朝
川

L
得
る
場
合
に
於
て
然
り
と
い
」
て
刷
出
る
が
、
此
事
同
土
地
骨
へ
の
祖
祉
に
つ
い
て
も
い
ふ
こ
と
を
相
官
る
。

(
註
-
ニ
)

市
ル

1
は、

lloldt， a. a. O. S. 90 

，~"昨吋九
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(陸
-
-
Z
)

前
詰
九
参
摘
。

聞
批
合
政
策
上
よ
b
の
理
由

1
i的
資
本
利
子
枕
の
あ
る
矯
め
に
仮
令
杢
く
で
は
な
い
に
せ
よ
、
或
度
ま
で
有
閑

利
殖
者
の
来
住
を
妨
げ
、
比
九
佐
佐
を
助
〈
る

-
M
E
、
随
ふ
て
或
地
方
幽
館
に
此
稀
の
人
々
の
住
居
す
る
こ
ご
の
多

少
ご
も
少
い
ざ
い
ふ
こ
ご
は
、
此
柿
の
人
々
の
家
者
な
る
生
活
振
。
が
、
何
程
hr
下
屠
枇
曾
の
反
戚
を
刺
戟
す
る

噌
』
芭
の
少
き
を
得
る
こ
ご
に
も
な
る
o

此
も
一
の
利
盆
ご
い
へ
ば
利
盆
に
。
問
尤
も
此
は
大
し
た
重
き
理
由
で
は

な
〈
、
会
〈
附
帯
的

ω
理
由
で
あ
る
o

叉
あ
ま
り
此
山
県
が
利
き
過
ぎ
て
、
利
殖
者
階
級
が
或
地
方
を
殆
ん

Y
一
会
〈

其
は
他
の
見
地
か
ら
し
て
困
っ
た
こ
ピ
で
ゐ
る
。

見
来
て
る
は
ど
仁
な
っ
て
も
、

第

段

資
本
利
子
税
無
要
請
さ
其
批
評

資
本
利
子
枕
を
地
方
に
て
誠
せ
泊
さ
い
ふ
事
は
質
例
も
乏
し
ご
せ
や
(
計
一
凹
)
、
現
に
我
新
し
き
税
制
の
採
っ
た

所
で
あ
る
が
・
其
理
山
は
次
の
如
き
も
の
で
め
る
ご
思
は
る
、
。
之
を
悲
げ
て
批
評
し
ゃ
う
。

従
来
、
昔
、
ザ
ク
ヒ
ン
に
之
を
快
い
た
こ
と
は
人
の
且
〈
知
る
乙
と
た
が
、
新

L
f
は
一
九
二

O
年
以
車
も
、
普
に
て
之
を
有
た
向
。

其
地
方
ト
此
接
枇
は
、
不
勘
定
と
符
哉
と
に
謀
せ
ら
れ
、
従
斑
の
所
付
枕
白
附
加
枇
も
止
め
ら
れ
た
ほ

F
だ
O

尤
も
之
に
代
り
て
、
財
政
調
和
法
に

よ
り
て
、
地
方
回
世
は
、
帝
問
所
得
枇
止
法
人
枇
肱
入
。
一
部
白
配
位
を
受
〈
る
ο
結
塊
割
伊
太
利
新
領
域
に
亡
も
、
地
相
管
業
輯
所
得
抽
あ
れ

ど
も
資
本
利
子
揖
な

L
。

(
位
-
回
)

山
一
霊
会
正
上
よ
h
の
理
由
|
|
川
地
方
に
於
て
資
本
利
子
号
採
る
ま
い
己
い
ふ
の
は
、
地
方
税
に

τ能
力
原

資
本
刺
子
松
と
地
方
附
加
枯

言詣

議

第
二
十
三
容

(
第
一
躍

Schwarz. a. ::t口 S.32. Moll. Die Preussischen Kommunalabgabenge. 
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百E

諜

資
本
利
子
桔
と
地
方
附
加
給

品
市
ニ
イ
三
谷

第

抗

一-一凹)

四

則
の
上
に
利
盆
原
別
を
加
味
し
て
之
を
配
分
す
べ

L
Z
の
前
援
を
詔
め
(
註

-
5、
そ
し
て
此
に
て
地
方
費
の
性
質

を
考
へ
、
純
能
力
原
則
に
似
る
所
の
人
税
芭
し
て
所
得
税
附
加
税
や
戸
数
割
の
如
き
も
の
が
飢
え
て
は
な
ら
ぬ

が
、
他
方
に
は
利
盆
原
則
を
加
味
し
て
能
カ
原
則
に
依
る
所

ω物
税
を
怖
へ
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
古
い
ふ
こ
さ
か

ι

出
殺
す
る
の
で
わ
る
o

此
見
地
か
ら
1
て
牧
盆
税
中
・
地
租
家
居
枕
勝
目
業
税
が
是
非
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
此
三
税

の
謀
枕
物
館
は
何
れ
も
地
方
施
設
又
は
共
胤
晴
嵐
か
ら
特
別
の
刺
盆
を
受
け
る
の
放
に
此
等
の
も
の
に
特
別
の
負
捻

を
負
は
し
め
て
然
る
べ
き
誇
で
あ
る
け
れ
V
」
も
(
慌
ご
ハ
)
、
資
本
利
子
殺
の
物
件
た
る
資
本
は
共
持
ト
土
の
所
在
地
方

ご
い
ふ
も
の
か
ら
特
別
の
利
盆
を
受
り
る
正

ν
ム
は
ど
の
も
の
を
有
た
な
い
。

共
持
主
が
共
地
方
の
利
盆
に
輿
か

る
に
は
相
違
な
い
が
、
北
(
は
凡
ぺ
て
の
地
方
民
、
誌
は
地
主
や
・
家
主
や
偉
業
者
に
し
て
其
地
方
に
在
住
す
る
も
の

正
共
通
に
均
等
に
受
〈
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
其
は
彼
一
か
此
等
の
者
ど
同
等
に
純
人
的
関
係
に
て
能
力
原
則
に
膳

じ
て
人
税
た
る
所
得
税
な
ど
に
て
負
携
す
べ
き
一
も
の
又
負
指
し
て
居
る
も
の
で
、
此
上
に
特
別
負
躍
を
匁
す
に
は

H
A
ば
な
い
o

郎
も
地
方
税
正
し
て
は
資
本
主
は
地
中
士
、
家
主
、
管
業
者
よ
'
り
も
負
擦
を
軽
〈
せ
ら
れ
て
然
る
べ

く
、
む
し
ろ
資
本
刺
子
税
を
扶
〈
方
が
泊
首
に
ご
い
ふ
ニ
己
に
な
る
(
批
七
)
c

川
此
見
解
は
私
の
持
論
で
あ
り
、

私
は
此
見
地
よ
ち
し
て
此
税
を
地
方
に
快
く
こ
ご
を
至
常
ョ
己
説
明
し
っ
、
ゐ
る
。
な
は
此
鮪
に
地
方
資
本
不
課
税

熔
護
の
重
貼
を
見
出
す
も
の
で
ゐ
る
o

地
方
枕
配
分
に
於
り
る
利
盆
原
則
加
味
を
承
認
し
て
此
結
論
を
肯
定
す
る

も
の
で
あ
る
。



(
監
-
五
)

此
勘
位
諸
多
の
串
唱
の
訟
む
る
所
て
る
る
o
例
之
、

7
リ

l
ド
ペ
ル
ヒ
、
ケ
ツ
ィ
、
ッ
シ
ン
λ

キ
I
、
パ
ス
テ
ー
プ
ル
需
の
如
L
o
そ

し
て
ロ
ツ
シ
ア

1
位
、
地
古
削
慨
が
川
合
な
る
と
き
に
此
利
益
原
剛
山
設
現
が
若
し
と
d
M
L
、
ワ
グ
フ
ー
、
チ
λ

刀
は
、
地
方
凶
値
が
小
な
る
と

舎
に
著
し
と
瓜
ナ
。
川
氏
九
に
が
ル
グ
ー
は
、
此
原
則
が
謀
松
の
内
部
的
正
常
在
説
明
し
な
い
り
れ
ど
も
、

。

い
ふ

τ居
る
。

一
定
枕
極
的
選
却
を
静
雄
ぜ

L
め
る
止

間
H
2
、
ア
イ
ス
チ
シ
グ
位
、
此
刺
盆
原
則
山
澄
川
引
を
地
方
税
に
も
認
め
る
け
れ
ど
も
、
北
は
地
方
に
的
有
な
事
柄
と

L
て
Y

な
〈
、
闘
に
も
共
迦

7
 

だ
と
い

L
訴
時
に
て
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

此
献
は
諸
多
目
町
中
省
の
詰
〈
所
て
あ
づ
て
、
例
は
際
眠
、
も
な
〈
あ
る
。
若
干
の
例
を
事
れ
ば
、
ヵ
ウ
フ
マ
ン
、
シ
ェ
フ
レ
L
1
、
ロ

y
シ

ヲ

l
、
う
ツ
ベ
、
前
ル
ト
山
如

L
。
山
川
ほ
特
に
不
動
蛇
に
つ

V
て
は
、
フ
り
l
γ
~へ
ル
ヒ
、
ナ
ス
刀
、
バ
ス
ド
ケ
ー
プ
ル
隼
に
も
山
づ
。

そ
れ
か
ら
普
り
一

λ
丸
三
年
の
租
税
改
革
に
於
け
る
地
利
家
民
税
替
業
松
山
地
』
香
離
も
、
此
闘
係
に
山
づ
。

(
註
ヱ
ハ
)

ロ
ツ
y
は
、
叫
か
に
、
不
制
比
四
術
者

A
骨
哉
書
山
地
方
的
首
叫
に
説
(

4
告
給
付
及
匝
釘
給
付
山
原
則
白
翻
揖
紡
か
ち
し
て
位
、
読

川
以

ι

不
利
子
肱
叫
者
在
地
方
祉
に
て
重
課
す
る
こ
と
が
蹄
識
せ

L
め
な
い
土
い
ふ
。

(
註
-
七
)

二
経
隣
政
策
上
よ
り
の
理
山
|
|
A
或
地
方
に

τ
利
子
校
が
な
〈
、
そ

Lτ
他
地
方
に
此
が
あ

b
ご
す
る
ご
き

に
、
少
(
ご
も
住
居
の
選
定
に
つ
き
比
較
的
地
白
出
の
立
場
に
め
る
利
殖
者
の
来
伎
を
促
が
し
、
佐
佐
を
妨
げ

(
詰
戸
入
〕
、
其
れ
白
醐
胞
が
共
利
子
税
全
有
た
旧
制
地
方
凶
髄

ω繁
肱
加
を
助
げ
る
こ
ご
に
な
る
ば
か
り
で
な
〈
、
随
L
て

は
彼
等
の
土
地
家
屋
に
帆
到
す
る
需
要
の
増
加
古
も
な
り
、
土
地
家
屋
所
省
者
の
政
盆
並
に
尉
産
掴
四
位
の
増
加
正
も

な
τ

り
、
替
業
者
の
少
〈
正
も
一
部
の
も
の
は
共
取
路
を
協
大

L
て
制
(
牧
盆
を
増
加

L
、
随
ム
て
鼎
H
M
肱
を
錦

L
得

る
乙
此
等
が
又
其
地
方
の
繁
柴
を
進
め
る
ニ
正
、
な
る
c

新
f
L
℃
似
令
、
資
本
利
子
税
は
な
〈
正
も
、
資
本
家

凶而

市t

f
ニ
ー
ニ
在

1f~ 

紘

Ii 

E 

貨
不
和
子
拙
土
地
方
附
加
揖

Fd吋 bc恥 Beste!lcrung cler Gemeinden. S. 10. Koppe， Fw. S. !37. 
Tllsc1linski， Fw. S. 205' B孔stable，Public fillal~ce. 3 ed. p. 391. R05cl~ec， 
Fw， 5 Aufl. II. S. 442. yvaKner， FW4 _ 2 ~~A. ~II. s. 439-440， Tyszka， 
Fw. .; Aufl. S. 358. 'Uorgbt， 'F".'. ， 5 Aufl. 11-1. S. 7 
:fuisL ing， Gnmdzuge d町 Steuerlelll'c.S. IO 
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出面

3世

資
本
利
子
物
と
地
方
附
加
輯

第
二
十
三
佐

第

悦

プミ

の
納
む
る
人
税
所
得
税
の
枚
入
ゃ
、

其

ω指
ム
所
の
術
政
税
交
通
枕
の
牧
入
ゃ
、

地
主
家
主
営
業
者
の
牧
盆
増
加

に
件
ふ
共

ω負
婚
す
る
机
枕
枚
入
や
の
増
加
に
よ
り
て
、

優
に
利
子
税
収
入

ω棋
を
補
ひ
、

或
は
此
枕
ゐ
る
場
合

に
比
し
て
他
の
税
・
特
に
土
地
・
米
尾
健
業

ω
負
携
を
高
か
ら
し
め
る
こ
ご
、
な
ら
十
、
或
は
む
し
ろ
共
を
し
て
一

府
低
〈

τ
憐
ま

L
h
u
る
二
正
、
も
な

h
得
る
(
出
一
九
三
然
る
ご
き
は
事
業
の
負
擦
の
軽
易
ご
い

L
こ
正
か
ら

Lτ

。
回
よ
h
此
終
の
負
携
関
係
が
果
し
て
資
本

事
業
を
招
致
す
る
こ
ご
も
出
来

τ地
方
紫
肱
揮
を
助
け

利
子
枕

L
5
J
Z
d
に
一
府
有
利
己
な
る
や
に
は
疑
が
ゐ
り
、
之
を
磁
保
す
る
こ

Z
は
出
来
な

νけ
れ
ど
も
、
夏
ら

に
利
子
税
な
さ
の
結
果
.
資
本
が
普
仁
資
本
家
の
人
に
伶
ふ

τの
み
な
ら
十
、
人
を
離
れ
、
物
的
に
も
此
無
税
地

へ
集
ま
ら
し
む
る
』
子
、
な
っ
て
、
此
税
ゐ
る
蕗
よ
り
も
自
ら
地
方
的
に
金
利
を
低
か
ら

L
め
、
其
地
方
の
造
業

を
資
り
る
ご
い
ム
ニ
ピ
も
あ
り
得
る
。
川
斯
く
て
一
膳
は
、
資
本
利
子
税
を
快
〈
方
が
.
一
層
地
方
紫
築
上
富
一

言
も
い
へ
る
が
、
併
し
此
貼
に
闘
し

τは
前
段
に
い
ふ
通
り
、
反
封
説
も
立
ち
得
る
の
で
あ
り
、
絡
調
に
強
〈
主

採
は
し
品
購
ね
る
o

此
税
を
快
く
理
由
三

1τ
附
随
的
の
地
位
を
占
め
る
の
み
で
あ
り
、
此
が
理
由
己
し
て
は
む
し

ゐ
第
一
理
山
に
重
則
合
置
か
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。

(
註
-
八
)

前
詰
九
品
世
間
。

ポ
ル
ー
は
、
特
に
中
小
地
左
附
世
て
若
干
心
省
官
羽
山
内
住
が
其
闇
値
心
地

b
財
政
に
大
動
揺
止
附
加
枕
の
大
引
上
を
止
ビ
得
る
と
い

ふ
て
帰
る
叫

(
詰
-
九
)

??i嘗語訟l正ば;tよ:t::口:1Y烈Y?円15官5
も品ゐlE品ιr，烹V 此 S. 79-80. Seligman. E町 sin taxation. g ed. p 帆

"が必跡、
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ヨ
枇
曾
政
策
上
よ

h
の
理
由

l
l川
資
本
利
子
税
ぜ
い
へ
ば
事
の
み
の
負
携
の
や
う
に
も
見
ゆ
る
が
、
昔
物

的
に
源
泉
課
税
さ
る
、
だ
け
に
工
は
貧
民
階
級
勢
働
者
階
部
帆

ω偶
々
有
つ
所
の
小
額
の
資
本
的
刺
子
に
も
課
せ
ら

る
、
こ

E
、
な
る
ア
き
も
の
で
あ
り
(
詰
=
0
)
、
此
貼
か
ら
見

τ、
祉
食
政
策
上
・
此
税
な
き
方
が
望
ま
し

f
、
其

を
課
す
る
位
な
ら
ば
、
共
れ

rけ
を
一
般
所
得
税
炉
ら
徐
計
取
っ
た
方
が
良
い
芭
レ
ひ
得
る
c

其
れ
か
ら
前
項
に

通
ぺ
た
如
〈
、
此
資
本
利
子
枕
な
き
こ
ご
の
縛
め
に
資
本
利
殖
者
の
来
往
す
る
も
の
、
多
い
こ
ご
が
、
必
す

L
も

共
生
活
振
h
に
よ
h
て
無
産
者
の
反
戚
を
刺
戟
す
る
ご
も
限
ら
す
、
彼
等

ω
好
意
協
力
に
よ
り

τ共
地
方
の
枇
曾

事
業
的
袋
反
す
る
こ
ご
、
も
な
っ
て
、
世
曾
政
策
上
望
ま
し
き
結
果
を
粛
ら
す
こ
記
、
も
な
り
得
る
。
何
此
貼
も

或
度
ま
で
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
反
謝
凶
・
刀
も
め
る
か
ら
し
て
、
金
艦
上
、
必
・
ず
し
も
此
殺
な
き
こ
ご
を
良

L
ご
も
断
言
は
出
来
な
い
。
唯

r
一
の
参
考
材
料
正
な
h
得
る
に
止
ま
る
。

(
註
ニ
O
)

マ
イ
ヤ
ー
は
、
机
枕
説
務
あ
る
資
本
所
術
者
山
中
に
、
能
力
の
乏
し
き
一
耳
索
、
小
な
る
利
航
者
、
基
締
な
"
と
内
存
ず
る
こ
と
を
性
質
寸

〈

L
主
い
ふ
て
居
る
叫

配
財
政
枚
入
上
よ
h
の
浬
由
|
|
的
失
ぎ
に
は
前
に
も
一
号
一
一
回
L
た
如
〈
、
或
地
方
に
資
本
利
子
税
り
な
い
ご
き

仁
、
其
蕗
に
資
本
家
利
鏑
者
を
来
住
せ

L
め
る
こ
記
、
な
り
、
悩
ム

τは
彼
等
の
負
ふ
所
の
人
枇
(
所
得
税
や
戸

ゃ
.
地
方
消
技
枕
交
通
税
的
状
入
が
生

C
、
別
に
英
間
後
の
結
栄
己

i
τ
の
地
主
家
主
管
業
主
の
枚
盆
増

加
に
件
ふ
租
税
の
増
加
も
あ
っ
て
、
優
に
利
子
税
牧
入
の
映
を
締
ふ
て
怜
ゐ
る
こ
正
、
も
な
り
得
品
。
凶
比
貼
も

数
割
)

論

叢

資
本
利
子
枇
L

一
地
方
附
加
肱

第一一十一一巻

寝
中
一
一
瞬

じ

t 

Lotz， a. a. O. S. 371 
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論

;准

資
本
剥
子
枕
と
地
方
附
加
枯

同
市
ニ

f
二一審

呼，

I車

J、

入

或
度
ま
で
は
本
賞
で
あ
る
。

特
に
小
な
他
方
凶
慌
で
は
著

L
〈
此
が
認
め
ら
る
、
。

け
れ
い
と
も
此
も
夫
の
税
ゐ
る

到
底
掛
レ
浬
由
正
は
な
h
難
い
V
O

表
考
理
由
に
る
に
止
ま
る
。

場
合
己
な
き
場
令
ご

ω比
械
が
六
っ
か
し
〈
.

日
課
税
技
術
上
よ
り
の
理
由
l
|
川
一
般
h
に
資
本
利
子
税
に
附
加
税
を
課
す
る
己
し

τ、

一
一
先
例
に
依
る
も
、
人
的
直
接
訓
誌
の
も
の
、
み
を
却
附
す
る
こ
ピ
、
な
ら
う
が
(
詰
一
一
一
)
、

所
得
税
の
我
闘
に
於
り

然
る
ご
き
は
源
泉
課
税

の
分
を
逃
が
す
古
い
よ
不
公
平
を
生
じ
、

加
之
、

其
耕
せ
ら
る
、
所
の
直
接
課
税
の
1
7
に
至
つ

τは
遁
肢
が
多
量

こ
さ
を
免
札

f
o
共
は

一
部
は
隠
匿
さ
料
品
二
吉
、
な
り

他
部
は
他
の
附
加
税
な
き
地
方
へ
移
古
る
、
こ
吉
、

も
な
h
、
そ
し
て
英
の
之
を
他
地
方
に
移
す
に
つ
き
て
は
、

資
本
家
が
茶
他
地
方
に
移
住
す
る
こ
芭
に
依
る
五

二
)
の
み
な
ら
す
、

資
本
の
名
義
上
の
持
主
を
他
地
方
人
仁
換
る
ご
い
ふ
こ
ご
も
が
行
は
れ
得
る
。

そ
し
て
其
的

他
地
方
に
移
る
も
の
は
、
困
一
枕
川
収
入
の
立
場
ー
か
ら
[
て
は
悶
ら
ぬ
け
れ
ど
も
‘
隠
匿
に

1
る
も
の
は
、
此
地
方
附

加
枕
あ
る
が
錦
め
に
之
を
一
同
協
一
長
す
る
ご
い
ム
困
枕
の
立
場
か
ら
の
苦
情
も
あ
る
ω

伺
右
は
技
術
上
避
く
ぺ
か

ら
古
る
-
』
正
で
、
資
本
利
子
附
加
税
反
討
の
一
理
由
ご
な
る
。

(
陸
ニ
-
)

地
方
心
所
得
貼
附
川
祉
に
て
は
第
二
種
別
待
を
除
い
て
肘
る
ω

北
は
源
県
諜
枯
山
場
合
目
、
共
地
方
人
心
分
主
他
地
主
人
内
分
と
分
別

L
難
い
か
ら
車
C
柑
る
。

「
陸
ニ
ニ
)

前
山
北
九
参
問
。

州
地
方
行
政
上
よ
り
の
理
由
|
川
地
方
仁
資
本
利
子
税
の
附
加
枕
を
許
す
ご
き
に
、
富
市
古
貧
喧
」

ω懸
一
隔
を

(

-
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大
な
ら
し
め
、
富
市
は
盆
々
其
の
豊
な
る
財
源
を
以
て
、
設
備
を
改
良
し
、
盆
々
人
の
来
住
を
進
め
・
貧
市
は
之

正
反
封
に
盆
々
衰
微
す
る
こ
ど
、
な
る
の
恐
が
ゐ
る
(
品
二
二
一
)
O

其
は
地
方
の
竣
遣
を
不
均
衡
ご
な
ら
し
む
る
も
の

で
、
会
憾
の
行
政
上
穏
官
な
ら
れ
ヲ
E
す
る
も
の
が
め
る
o

B
併
し
此
事
は
或
皮
ま
一
で
巴
む
を
得
ざ
る
事
で
ゐ
h
・

又
利
子
税
附
加
税
を
有
た
ぬ
地
方
が
人
の
一
古
都
住
を
引
右
り
る
ご
い
v

ふ
こ
さ
も
あ
る
か
ら
、
左
ま
で
此
仁
重
き
を
位

f
に
及
ば
凶
。
仮
b
に
右
の
結
川
本
ご
な
っ
た
ご
し
て
も
、
貧
市
の
不
備
は
岡
家
が
其
貧
市
を
特
別
補
助
す
る
叶
外

な
(
、
宮
市
が
共
力
に
山
崎
じ
て
施
設
の
改
良
を
錯
す
に
歪
て
は
別
に
抑
制
す
べ
き
筈
の
も
の
で
は
な
い
γ
o

(
位
二
三
)
之
に
ワ
き
シ

L

ワ
ル
ツ
は
い
ふ
て
居
る
。
日
〈
、
地
方
自
資
本
利
子
枇
に
到
し
て
今
日
仲
間
々
に
し
て
自
制
さ
れ
た
る
非
雌
目
、
其
探
川

が
官
市
在
、
共
財
政
に
於
て
一
回
附
強
大
な
ら
し
め
、
之
に
よ
り
て
賀
市
&
官
官
と
mu
問
山
限
隔
を
此
詰
よ
り
も
一
府
大
な
ら
し
む
と
い
ふ
考
か
ら

生
ず
る
と
。
フ
ン
グ
ペ
ル
グ
も
、
利
子
枕
ず
は
な
い
が
、
財
庄
枕
の
附
加
枕
に
酬
聯
じ
て
、
単
に
義
務
省
の
佐
虚
に
て
行
は
る
土
掛
軸
が
、
和
砧

劉

h
大
な
る
市
を
特
に
有
利
と
す
べ
し
と
い
ふ
て
居
る
。

第
三
段

折
衷
説
ご
其
批
評

一
一
杭
哀
策
ご
し
て
は

A
此
枕

ω附
加
枕
を
認
め
て
共
程
度
を
土
地
家
財
団
替
業
の
負
臓
の
字
額
出
血
£
す
る
の
渠
が
あ
19
得
る
。
此
事
は

質
例
も
あ
る
(
詰
二
回
)
。

I描

i桂

資
本
利
子
枇
と
地
方
附
加
枕

Û~ 

枕

第
二
十
三
容

" ) 

J， 

Sch、四日， a. a. O. S. 32. Landsberg， Entwickclung des Gemeindeabgaben 
wese孔3・(Gemeindefinanzen.Bd. II. Teil 1.) S 40 
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諦

護

費
本
利
子
設
と
地
方
附
加
抵

第
二
十
三
谷

(
第
一
一
揖

凹

O
)

日目
O 

グ
ユ
ル
テ
ン
d

ル
ヒ
が
然
う
で
あ
っ
た
。
パ
イ
品
ル
ン
山
川
も
、
地
租
家
日
且
積
帥
官
業
枯
は
園
家
的
賦
課
目
二
倍
半
、
安
本
利
子
棺
は
刷
家

的
賦
謀
白
-
悩
宇
冒
と
い
ふ
の
で
時
ぼ
同
様
白
事
出
行
は

ιて
居
た
。

(
位
ニ
回
)

町
他
の
方
法
は
、
資
本
利
子
枕
を
直
接
に
地
方
を
し

τ取
ら
し
め
宇
、
岡
家
の
取
っ
た
業
税
牧
入
の
一
定
部
を

，，、
地
方
に
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
英
に
賞
例
も
あ
る
(
説
二
五
)
O

ア
ン
山
ル
ト
に
tH
は
れ
た
。

(
肱
ニ
五
)

コ
其
批
評
|
|
前
ニ
方
法
は
、
何
れ
も
或
度
ま
で
採
否
、
雨
設
の
立
場
を
割
酌
し
、
前
者
は
ニ
者
の
中
間
を
行
か

ん
己
す
る
も
の
で
ゐ
り
、
品
偶
者
は
特
に
地
方
岡
山
守
奪
戦
を
避
け
し
な
る
も
の
で
.
何
れ
も
一
踏
の
道
理
は
あ

る
o

げ
れ
ど
も
主
義
が
徹
底
せ
十
、
又
後
者
に
よ
り
て
も
地
方
聞
の
争
を
会
〈
無
〈
す
る
と
ご
が
出
来
る
Z
も
思

は
れ
な
い
。
遺
憾
な
る
も
の
が
術
残
る
。

結

号吾"'-

P同

以
上
要
之
、
資
本
利
子
税
の
地
方
附
加
課
税
山
肯
定
、
否
定
、
夏
ら
に
折
衷
共
に
相
常
の
根
械
が
ゐ
h
、
何
れ

も
聴
(
ぺ
き
も
の
ど
は
思
ふ
が
、
併
し
主
議
論

ω中
に
ほ
屈
伸
性
に
富
む
も

ωも
ゐ
っ
て
、
断
定
1
難
き
も
の
が

ゐ
b
、
結
局
、
租
税
配
分
の
根
本
問
題
に
よ

b
最
後
の
決
定
を
錦
す
の
外
な
く
、
此
見
地
よ
り
し
て
は
宙
定
の
方

が
有
力
で
あ
b
、
我
国
の
質
際
制
度
は
之
に
合
ふ
も
の
ビ
私
は
思
ふ
。
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